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原文翻訳

本日本語訳は,Schmersal本社のドイツ語原文を

基に作成されたものであり,翻訳上の疑義があ

る場合,原文及び英文のみが有効となります。

1 この文書について

1.1 機能
この取扱説明書は、装置の取り付け・据付・試運転・安全操作・取り

外しに必要な全ての情報を提供します。装置付近に完全かつ読みやす

い状態で保管してください。

1.2 対象：権限・資格のある人向け
この取扱説明書に記述された全ての操作は、使用者によって認められ

た専門技術者が行ってください。

この取扱説明書を熟読し、コンポーネントの据付及び運転の前に、労働

安全及び事故予防のための適用可能な全規定についてご確認ください。

組立作業員は、コンポーネントの選定、取り付け、内蔵に対して、他

の技術仕様を遵守するのと同じように、慎重に整合規格を選択しなけ

ればなりません。

1.3 使用記号の説明

情報、助言、注釈：
この表示は役立つ追加情報を示します。

注意：取り扱いを誤った場合に、故障、機能不良が想定され

る内容を示しています。

警告：取り扱いを誤った場合に、傷害を負う可能性が想定さ

れる内容および物的損害の発生が想定される内容を示して

います。

1.4 適切な使用
本製品は、設備や機械の一部として安全関連機能を果たすために開発

されたものです。設備や機械全体が的確に動作する事を保証する事

は、製造者の責任です。

本製品は、下記に挙げられたバージョンまたは製造者によって許可さ

れたアプリケーションに対してのみ使用されるべきものです。アプリ

ケーションの範囲に関する詳細情報は、「製品内容」に記述されてい

ます。

1.5 安全上のご注意
使用者は、この取扱説明書内の注意書き、各国特有の据付規格、周知

の安全法規および事故予防方策を遵守しなければなりません。

更なる技術情報については、Schmersalカタログまたはイン

ターネット(www.schmersal.net)上のオンラインカタログを

ご参照ください。

仕様などの記載内容について予告なく変更することがあります。あら

かじめご了承ください。

残留リスクは、取り付け・据付・操作・保全に関する説明書同様に安

全に関する注意の監視時に周知されています。

1.6 誤使用に関する警告

本製品の不十分、不適切な使用および無効化の際は、人

への危険、機械、設備への損害を負う可能性がありま

す。EN 1088の関連注意事項もご参照ください。

1.7 免責事項
誤った取り付けやこの取扱説明書を正しく理解していないために起こっ

た損害、故障は、免責事項となります。また、製造者により許可されて

いない代替・付属品による損害は、製造者の免責事項となります。

独自の修理・改造・変更は、安全上の理由から許可されておらず、そ

の結果生じる損害に対して製造者は免責事項となります。
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2 製品内容

2.1 型番
本取扱説明書は以下の型式名を対象としています。

G ➀-➁-➂➃➄/➂➃➄/...Y-➅
番号 値 内容

➀ 50 伝達 ≤ 1:50

150 伝達 ≥ 1:50

➁ 伝達関連は技術データを参照下さい。
➂ M 留め具動作 M

Z 留め具動作 Z A

T スローアクション T A
➃ 1～4 NO接点数（最大4個）
➄ 1～4 NC接点数（最大4個）
➅ FL1 接続フランジFL1付

1600-1 調整可能な三角カム付

1368-2 Bowexコネクタ付

1368-3 ナット・適合バネのあるシャフト付

2047 舞台・スタジオ用

機械指令に適合する安全部品は、セーフティ・コンポーネン

トで型式表示されます。

同じ型式名シリーズの他の製品で提供されている付属部品で

あっても、改造は許可されておりません。改造された場合、

安全機能を保証することが出来ません。機械指令への適合

は、引渡し時の状況でのみ有効とされます。

2.2 特別仕様
2.1適用機種で挙げられていない特別仕様は一般仕様に準じます。

2.3 目的と用途
ギアスイッチは、持ち上げ、コンベヤー、ローラー扉などに取り付け

られます。接点装着により、末端切断または作動工程の位置付けが

行われます。駆動は、シャフトによって行われます。回転動作の伝達

は、他の歯車も必要となる場合がありますが、ウォーム歯車によって

行われます。調整可能なカム円板は、接点構成上駆動を伝達します。  

型式G50のみが、セーフティギアスイッチとして許可されています。

M697-11-1シリーズのマイクロスイッチは、位置決めのために取り付け

られることが出来ます。スイッチ・ヒステリシスを有しており、スイ

ッチ点後、動作工程を直接停止するべき場合、振動やブラケットのて

こによる誤ったスイッチ動作が行われないようにする必要が場合によ

ってあります。

Z6881-11-1シリーズのマイクロスイッチは、非常末端切断に対し

て、NC接点の強制開離が可能となります。持続性のある接点力のた

め、バネ点前で直接的な耐振動があります。故障時においても、安全

な切断を保証するために、独自のスイッチ点は、安全な接点開口に到

達されるように、余分に動作されなければなりません。

T 6881-11-1とT 697-01-1シリーズのスローアクションボタンは、強制

開離NC接点付と同様に、ヒステリシスが必要とされない場合、取り付け

られます。入出力スイッチ点は、同じ箇所にあります。安全な切断を保

証するために、独自のスイッチ点は、安全な接点開口に到達されるよう

に、余分に動作されなければなりません。スナップアクションスイッチ

とは反対に、スローアクションボタンにおいては、電気負荷によって、

動作速度は、比較的高くならなければなりません。接点ユニットT697-

01が1NCのみを有する一方で、接点ユニットT6881-11-1は、1NO/1NO付で

す。接点ユニットの動作は、通常の三角カムにより行われます。

仕様により、4または8個の接点ユニットの最大装着が可能になります。

最善化された駆動は、軸・放射状のリセット力付（特殊型番1368－2な

どの）回転し難い弾性コネクタにより行われます。ここでは、脱出エ

ラーと軸ズレが比較されます。チェーン・歯車ベルトによる駆動時に

は、最大横力は、25Nを超えてはなりません。

2.4 技術データ

規格： IEC/EN 60947-5-1; BGV C1

ケース材質： 軽金属ダイカスト

保護カバー： 熱可塑性ポリエステル

保護構造： IEC/EN 60529/ DIN VDE 0470-1に従

ったIP65

取り付け位置： 制約はありません。

スイッチ点調整： 標準：カム円板での360°で4°

に対して4～

前面調整：3.4°に対する3.4°か

らの付属スリット・ドライバー付

精密スイッチ点調整： 最大0・5回転のスイッチエレメントの

固定ネジにおいて

伝達関連： G50: 1:50, 1:35, 1:25, 1:17

G150:  1:150, 1:75, 1:100, 1:220, 

1:300, 1:450

スイッチ構成数： 最大8個：M 697/T 697

最大4個：カム円板直径36mm時

G50-050とG 150-150:Z6881/T 6881  

(あるいは、1:1伝達追加が必要となり

ます。)

接点材質： 銀

接続方式： ネジ式

定格インパルス耐電圧Uimp： 4 kV

定格絶縁電圧Ui: 250 V

使用カテゴリ： AC-15

定格使用電流・電圧 Ie/Ue:
M/T 697: 4 A/230 VAC;

Z/T 6881: 2,5 A/230 VAC

最大定格ヒューズ：

M/T 697: 10 Aスローブロー、 

16 Aクイックブローヒューズ；

Z/T 6881: 20 Aスローブロー、 

25 Aクイックブローヒューズ

スイッチエレメントの機械

的寿命：

M/T 697: 3 x 106 回

Z/T 6881: 6 x 106 回

使用周囲温度: -30 °C ... +80 C

重量: 仕様により1.5～2kg

2.5 分類

規格： EN ISO 13849-1

B10d （NC接点）： 2,000,000

耐用年数： 20年

MTTF
B d x xh s/h3600

d
10d op op

opn
0,1 x nop t cycle

（アプリケーション仕様パラメーターにより、負荷同様に

hop、dop、tcycleが変化します。）

3 取り付け

3.1 通常の取り付け方法
ギアスイッチは、床面で様々な長穴フランジや、前面で直接2個の六角

穴ネジM8で固定されることが出来ます。更に、前面で追加丸フランジ

の取り付けも可能です。

EN ISO 12100、EN 953およびEN 1088規格を遵守してく

ださい。
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3.2 寸法
全ての寸法単位はmmです。
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3.3 スイッチ点調整

接点のスイッチ点調整時に、通電部分の接触の危険が生じま

す。スイッチ・プランジャーがスイッチカーブにない場合の

み調整を行って下さい。そうでない場合、寿命が著しく短縮

される可能性があります。常にまず最初に非常エンドスイッ

チを調整して下さい。

標準仕様
標準仕様では、カム円板の中央ネジが多少ゆるくなっています。各接

点には、4段階の距離で調整可能なカム円板が分類されています。カム

円板は、相互に噛み合っており、ウォーム歯車付で接続されます。調

整完了後、中央ネジは再び締められなければなりません。

標準スイッチ点調整

min. 4°
max. 360°

3.4 カムと調整
前面調整可能なカム円板
前面調整可能なカム円板（特殊型番ー1600）において、装置内にある

ドライバーで板に付属している調整ピンを押し、調整されます。（図

参照）工程完了後、ピンは、きちんと締めるよう固定されロック位置

に戻さなければなりません。中央ネジは、それに対して、緩められて

はなりません。

前面調整可能なカム円板

min. 3.4°
max. 360°

1 2

3
4

F

精密調整
精密調整は、接点ユニットの固定ネジによって行われます。取り外し

を回避するために、両ネジを最大半回転までにしかしないことを考慮

して下さい。スイッチ点調整完了後、特に非常エンドスイッチのスイ

ッチ点が、調整が計画値に適しているかどうかを確認して下さい。そ

の後、ギアスイッチの保護構造IP65となる保護カバーを再び取り付け

て下さい。

精密ポテンシオメーターの取付用特殊留め具が使用される場合、ポテ

ンシオメーターのシャフトの取り付けは、許容リングまたは固定ネジ

のいづれかにより行われます。ポテンシオメーターは、納品時に含ま

れていません。

特殊付属品
前面調整可能な（特殊型番ー1600）三角板、90°、180°、360°カム

円板同様に様々なカムが特殊付属品にあります。下図には、様々なカ

ムが記述されています。 
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機械的データ
使用αとオーバーランβは、カム仕様により、表1・2で表示されてい

る使用可能な回転・オーバーラン回転がされます。

使用・オーバーラン

記号説明

α カムの使用

β カムのオーバーラン

カムø 24 mm (前面調整時にも)

24 24
24

90° カム 180° カム 360° 全カム

カムø 36 mm (最大4個の接点ユニット)

36 36 36

三角カム 60° カム 180° カム

表1：三角カムの機械的データ

伝達関連 使用可能な回転 オーバーラン回転 ヒステリシス回転 シャフト回転毎

カム方法

シャフト回転

1° カム方法

駆動回転数

接点ユニット M11 Z11 T11 T01 M11 Z11 T11 T01 M11 Z11 最小 最大

G 50 1:17 16.1 15.4 15.9 16.1 0.9 1.6 1.1 0.9 0.14 0.2 21.20° 17° 0.6 600

G 50 1:25 23.6 22.8 23.4 23.6 1.4 2.2 1.6 1.4 0.2 0.3 14.40° 25° 0.9 600

G 50 1:35 33.1 31.7 32.8 33.1 1.9 3.3 2.2 1.9 0.3 0.5 10.30° 35° 1.2 600

G 50 1:50 47.3 45.3 46.8 47.3 2.7 4.7 3.2 2.7 0.3 0.7 7.20° 50° 0.7 600

G150 1:75 71.0 68.0 70.2 71.0 4.0 7.0 4.8 4.0 0.6 1.0 4.80° 75° 2.5 600

G150 1:100 94.5 90.6 93.6 94.5 5.5 9.4 6.4 5.5 0.8 1.3 3.60° 100° 3.4 600

G150 1:150 141.7 136.0 140.4 141.7 8.3 14.0 9.6 8.3 1.2 2.0 2.40° 150° 5.0 600

G150 1:220 208.0 199.4 206.0 208.0 12.0 20.6 14.0 12.0 1.8 3.0 1.64° 220° 7.3 600

G150 1:300 283.5 272.0 280.8 283.5 16.5 28.0 19.2 16.5 2.4 4.0 1.20° 300° 10.0 600

G150 1:450 425.2 407.9 421.2 415.2 24.8 42.1 28.8 24.8 3.6 6.0 0.80° 450° 15.0 600

表2：90°カムの機械的データ

伝達関連 使用可能な回転 オーバーラン回転 ヒステリシス回転 シャフト回転

毎カム方法

シャフト回転

1° カム方法

駆動回転数

接点ユニット M11 Z11 T11 T01 M11 Z11 T11 T01 M11 Z11 最小 最大

G 50 1:17 13.2 12.5 13.2 13.1 3.8 4.6 4.0 3.9 0.14 0.2 21.20° 17° 0.6 600

G 50 1:25 19.4 18.4 19.2 19.4 5.6 6.7 5.9 5.8 0.2 0.3 14.40° 25° 0.9 600

G 50 1:35 27.2 25.8 26.9 27.2 7.9 9.4 8.2 8.0 0.3 0.5 10.30° 35° 1.2 600

G 50 1:50 38.9 36.9 38.4 38.9 11.3 13.4 11.7 11.6 0.4 0.7 7.20° 50° 1.7 600

G150 1:75 58.3 55.3 57.6 58.3 16.9 20.0 17.6 17.4 0.6 1.0 4.80° 75° 2.5 600

G150 1:100 77.7 73.8 76.8 77.7 22.6 26.8 23.5 23.2 0.8 1.3 3.60° 100° 3.4 600

G150 1:150 116.6 110.7 115.2 116.6 34.0 40.0 35.0 34.0 1.2 3.0 2.40° 150° 5.0 600

G150 1:220 171.0 162.3 169.0 171.0 50.0 59.0 52.0 51.0 1.8 1.8 1.64° 220° 7.3 600

G150 1:300 233.0 121.3 230.4 233.0 68.0 80.0 71.0 70.0 2.4 3.6 1.20° 300° 10.0 600

G150 1:450 349.7 332.0 345.6 349.7 102.0 121.0 106.0 105.0 3.6 6.0 0.80° 450° 15.0 600
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4 電気配線

4.1 電気配線上のご注意

電気配線は通電されていない状態で、専門技術者が実施して

ください 

 適切な保護クラスのケーブルグラントを既存六角穴に取り付けて下さ

い。出荷時に取り付けられたプラスティック製ストッパーは、梱包・

防塵用としてのみです。使用されていない、開放引込口は、六角ネジ

で閉じて下さい。配線後、外部接点ユニットのスイッチ能力への影響

がある場合があるので、（ケーブルの残留物などの排除など）スイッ

チ内部の洗浄が必要となります。

カバーネジを強く引きすぎると、回避すべきパッキン効果が減少され

る場合があります。

5 G50-2047ギアスイッチの特徴

前章で説明されている通り、セーフティスイッチG50-2047は、舞台・

スタジオまたは開催関連でアナログ使用することが出来ます。つま

り、付属機械的データ付ですが、調整時に、同じ原則が使用されま

す。スイッチ型式G50の機械的データは、表2に表示されています。

非常エンドスイッチは、機械技術調整・システム内の予期さ

れる遅延時間の最大速度時、機械技術調整を（原図場・末端

軸などの）固定設計部分への進入前に停止するよう取り付け

て下さい。非常エンド切断時に、停止カテゴリ0が有効でな

ければなりません。制御機能仕様は、DIN EN 60204-32など

で原則選択して下さい。

ギアスイッチは、DIN 6885 Bl.1に従ったナット・調整バネ付G 50-

2047-1仕様、または、短シャフト・４H11穴付G 50-2047-2仕様があり

ます。シャフトとウォームは、形状接続されています。スイッチは、

前面調整可能な90°カム円板付で納品されます。ポジション4上にあ

る内部にあるスイッチのみが、非常エンドスイッチとして使用許可さ

れています。最大各面毎に1個のZ 6881-11-1スイッチがポジション4上

で取付られることが許されています。（図「非常エンドスイッチの位

置」参照）

5.1 選択・調整説明
安全な調整操作を保証するために、回避の固定部分と可動部分の特定

安全距離を超えてはなりません。安全距離は、非常接点のスイッチ

点とギアスイッチの事前切断された操作接点により、保証されていま

す。スイッチ点がスライドする場合、型式検定試験時にテストされた

シリーズで、報告されます。ギアスイッチの使用可能な動作(Lmax)に関

して、次の移動が可能となります。：

操作接点:  y1 = Lmax0,56 %

非常接点(型式Z):  y2 = Lmax0,68 %

セーフティギアスイッチを部分型式検定試験同様にBGV C1の条件に従

って通常通りに操作するように、距離y1とy2の距離は必ず遵守されなけ

ればなりません。

必要な大きさについて述べられている調整説明は、6頁の図にあります。

ギアスイッチの選択・スイッチ点調整の算出は以下が該当します。：

L: 必要な操作方法

Lfest: 末端位置にある固定部分間の区間

Lmax: ギアスイッチの最大既存方法

Uben:  調整区間へに必要な回転

UNutz:  表2に従ったギアスイッチの使用可能な回転

NA,B:  動作方向・負荷状況に関連して、全速度から切断後の駆動部のオ

ーバーラン

D:   ギアスイッチ操作前の（巻き胴、歯車などの）調整の最終回転部

分の直径

iE:  ギアスイッチと巻き胴間の伝達

要求されている操作方法への必要な回転：

L
π · D · iE

(ジョイント・ベアリング1)

Ubenは、型式G50では表2欄Zの使用可能回転Unutzより小さくならなけれ

ばなりません。

非常エンドスイッチの位置

11

記号説明
1 内部にあるスイッチのみ非常エンドスイッチとして使用可能

N
N

N

y2
y2

43

A+
y2

y1
y1

L

Lm
ax

1

2

N

Lf
es
t

記号説明  

 1 固定部分

 2 舞台などの固定部分

 3 操作接点の位置

 4 非常接点の位置

 L 操作方法

 Lmax ギアスイッチの使用可能方法
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ギアスイッチの可能な最大方法：

L · Unutz
Uben

Lmax= (ジョイント・ベアリング2)

スイッチ点の可能な最大スライド：

操作接点: y1 = 0,0056 · Lmax
非常接点(型式Z): y2 = 0,0068 · Lmax

(ジョイント・ベアリング3.1)

(ジョイント・ベアリング3.2)

周辺固定部分間の最大区間

Lfest = L + 2 [y1 + y2 + 2 (NA + NB)] (ジョイント・ベアリング4)

可能なオーバーランNAとNBは、各動作方向・（全負荷・部分負荷）負荷

状況毎に、危険源に適切に全速度で行って下さい。；また、使用され

ている駆動・取付方法によります。

Lmax > Lfest (ジョイント・ベアリング5)

例：
必要な操作方法:  L = 20 m

最終回転部分の直径：  D = 0,8 m

ギアスイッチと巻き胴間の伝達:  iE = 0,25

表2に従った使用可能な回転：  Unutz = 38,9 (T01)

 Unutz = 36,9 (Z)

算出例：

ジョイント・ベア

リング1から：
20

p · 0,8 · 0,25
Uben = =31,8 、約32回転

ジョイント・ベア

リング2から：

操作接点 非常接点

20 m · 38,9
32

Lmax =
20 m · 36,9

32
Lmax =

24.3Lmax = 23.06 mLmax =

ジョイント・ベア

リング3.1とジョイ

ント・ベアリング

3.2から： 0,0056 · Lmaxy1 = 0,0068 · Lmaxy2 =

0.0056 · 24.3y1 = 0.0068 · 23.06y2 =

0.13 my1 = 0.15 my2 =

ジョイント・ベア

リング2から：

20 m + 2 [0,13 m + 0,15 m + 2 (NA + 
NB)]

Lfest =

20,58 m + (NA + NB)Lfest =

これに関して算出された値Lfestは、適切な操作方向の危険源・（全負

荷・部分負荷）負荷状況毎に報告される可能なオーバーランNを可能に

しなければなりません。調整操作にもよります。移動（度数）算出は次の通り：

Y1,2 [GRAD] = Unutz · Y1,2 · y1,2 (GRAD) = Unutz · y1,2 · 360°

6 立上げと保全

6.1 動作テスト
本製品は、機能に関してテストされなければなりません。ここでは、

以下を確認して下さい。

1. 製品が確実に取り付けられていることを確認してください。

2. ケーブル配置や接続状態を確認してください。

3. ケースの損傷を確認してください。

6.2 保全
下記の通常保全を推奨します。

1．製品がしっかり取り付けられているか確認して下さい。

2. 破片やホコリなどの異物はすべて取り除いてください。

3. ケーブル配置や接続状態を確認してください。

4.  (出荷時使用ISOFLEX TOPAS NB 52)カム円板の後油脂により寿命が

延びる可能性があります。シリコン油脂は使用されてはなりませ

ん。

破損、故障した際は交換してください。

7 取り外し・廃棄

7.1 取り外し
本製品は、必ず電源を切った状態で取り外してください。

7.2 廃棄
本製品は、国家規格・法規に従って適切に専門的な措置により廃棄さ

れなければなりません。
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8 付録

注意
最新の適合宣言書は、インターネット（www.schmersal.net)

でダウンロード可能。

CE適合宣言書

適合宣言書原文翻訳

2009年12月29日以降有効

K.A.Schmersal GmbH

Industrielle Sicherheitsschaltsysteme

Möddinghofe 30 ▪ 42279 Wuppertal

Germany

Internet: http://www.schmersal.com

ここに、次の製品が欧州機械指令の要求事項に適合していることを宣言する。

発行場所・日付： Wuppertal、2009年10月20日

法的署名

Heinz Schmersal

社長

製品名： G 50 / G 150

製品内容： ギアスイッチ

関連EC指令： 2006/42/EC 機械指令 1)

2006/95/EC 機械指令(低電圧指令）2)

技術文書の責任者： Ulrich Loss

Möddinghofe 30

42279 Wuppertal

CEマーク装着： 1) セーフティ・コンポーネントで型式表示され

る安全部品
2) 安全機能無しギアスイッチ

8.1 CE適合宣言書



K. A. Schmersal GmbH
Industrielle Sicherheitsschaltsysteme
Möddinghofe 30, D - 42279 Wuppertal

Postfach 24 02 63, D - 42232 Wuppertal 

Telefon +49 - (0)2 02 - 64 74 - 0 

Telefax +49 - (0)2 02 - 64 74 - 1 00

E-Mail:  info@schmersal.com

Internet:  http://www.schmersal.com
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